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特
徴
／
効
果

・ 副甲状腺細胞を体外で維持培養することが可能になった
・ 培養副甲状腺細胞は特徴的な転写因子、副甲状腺機能に関する遺伝子の発現を維持し
ている
・ 副甲状腺細胞を体外で増殖させることも可能になった

利
用
／
用
途

・ 培養副甲状腺細胞を用いた再生医療と喪失機能の回復
・ 体外での薬効試験、安全性試験
・ 副甲状腺関連疾患の原因解明
・ iPS細胞からの副甲状腺細胞の作製における基礎技術

医療・福祉分野
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【研究内容の概要】

副甲状腺機能障害は厚生労働省の指定難病である。副甲状腺ホルモンの作用が障害さ

れると、血液中カルシウム濃度の低下により手足の筋肉の痙攣、手足や口の痺れを生じ、

高度の場合にはてんかん様発作や心機能を障害する重篤な疾患に至る。また、生涯を通

して歯の発育障害や白内障のリスクが上昇するなどQOLの低下につながる慢性の疾患で

ある。副甲状腺細胞は体外での培養方法が確立しておらず、細胞治療やモデル細胞を用

いた創薬研究が進んでいない。

本発明は、これまで存在しなかった副甲状

腺細胞の最適な培養法と、同法により得ら

れる副甲状腺細胞に関するものである。

当該技術は、再生医療、創薬や試験研究

など、ライフサイエンス産業分野に広く利用

可能である。


